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　日本の年金制度は、恩給制度から始まり、それは　日本の年金制度は、恩給制度から始まり、それは
1875年（M８）の時からです。当時、年金をもらっ1875年（M８）の時からです。当時、年金をもらっ
ていた人は、軍人だけでした。警察、消防、教師にもていた人は、軍人だけでした。警察、消防、教師にも
支給されたのは、1884 年 (M17) です。以来、恩給支給されたのは、1884 年 (M17) です。以来、恩給
が支給されてきました。戦後も恩給は支給されましたが支給されてきました。戦後も恩給は支給されました
が、その後、徐々に廃止になっていきました。が、その後、徐々に廃止になっていきました。
　年金制度の導入は1956年(S31)、企業が最初（厚　年金制度の導入は1956年(S31)、企業が最初（厚
生年金）でした。国家公務員は、３年後に年金制度を生年金）でした。国家公務員は、３年後に年金制度を
導入（共済年金）しました。その３年後の1962年(S37)導入（共済年金）しました。その３年後の1962年(S37)
に、地方公務員である私たちも年金制度を採用し（共に、地方公務員である私たちも年金制度を採用し（共
済年金）へと変更されたのです。年金制度の成立時に、済年金）へと変更されたのです。年金制度の成立時に、
保険料は、労使折半とする金額としました。保険料は、保険料は、労使折半とする金額としました。保険料は、
戦後当初は４％台でしたが、現在は、18.3% に引き戦後当初は４％台でしたが、現在は、18.3% に引き
上げられています。思い出してください。厚生年金と上げられています。思い出してください。厚生年金と
共済年金が一元化された時に、保険料の納入が低額で共済年金が一元化された時に、保険料の納入が低額で
あった人には、教職年数に保険料（不足分）を掛けたあった人には、教職年数に保険料（不足分）を掛けた
金額を返納するという大問題が起こりました。金額を返納するという大問題が起こりました。

福岡県退公連会長あいさつ福岡県退公連会長あいさつ

はじめにはじめに
　日本経済においても社会保障においても、こ　日本経済においても社会保障においても、こ
れから 10 年のあり様が問われている。れから 10 年のあり様が問われている。
　結論から言うと、経済が良くなることによっ　結論から言うと、経済が良くなることによっ
て、年金を含め社会保障が充実します。厚労省て、年金を含め社会保障が充実します。厚労省
や総務省の官僚は年金の在り方を公式には報道や総務省の官僚は年金の在り方を公式には報道
してませんが、色んなことを想定した戦略を立してませんが、色んなことを想定した戦略を立
てていると思います。てていると思います。
　団塊ジュニア世代の 2040 年問題をはらんだ　団塊ジュニア世代の 2040 年問題をはらんだ
中で、現在の福岡県の会員数を見てみたい。中で、現在の福岡県の会員数を見てみたい。

　10月 24日（火）、令和5年度日本退職公務員連盟全国大会が、文京
シビックホール（東京都文京区）にて開催されました。福岡県退公連か
らは、稲田会長を含む計4名が参加しました。

10
月
24
日
、
東
京
都
文
京
区
の
文
京
シ
ビ
ッ

ク
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
退
公
連
全
国

大
会
に
、
稲
田
（
県
会
長
）、
垂
水
（
県
経
理

部
長
）、柿
添
（
三
潴
大
川
支
部
長
）、西
村
（
糟

屋
支
部
長
）
の
4
名
で
参
加
し
ま
し
た
。

　
当
日
の
午
前
は
、
福
岡
県
選
出
の
13
名
の

国
会
議
員
の
事
務
所
を
訪
れ
、
公
的
年
金
制

度
の
維
持
・
充
実
を
中
心
に
社
会
保
障
制
度

改
革
に
関
す
る
5
項
目
を
要
望
す
る
活
動
を

行
い
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
の
大
会
で
は
、
加
藤
勝
信
（
前

厚
生
労
働
大
臣
）
氏
を
は
じ
め
た
く
さ
ん
の

衆
参
両
院
の
国
会
議
員
の
参
加
が
あ
り
、
盛

大
な
大
会
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
本
会
の

鴨
下
一
郎
会
長
の
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
講
演
に
は
、

こ
れ
か
ら
の
生
き
方
の
示
唆
を
頂
け
る
い
い

機
会
に
な
り
ま
し
た
。

　
福
岡
へ
の
帰
路
は
、
疲
れ
よ
り
も
充
実
し

た
時
が
過
ご
せ
て
元
気
に
帰
れ
ま
し
た
。

糟屋支部長
西村　栄治

　
福
岡
県
代
表
の
一
人
と
し
て
、
ま
ず
は
全
国

大
会
の
前
に
県
出
身
の
衆
参
議
員
に
お
会
い

し
、
年
金
に
関
わ
る
要
望
書
を
提
出
し
ま
し

た
。
国
会
開
催
中
で
し
た
の
で
、
全
員
に
直
接

お
会
い
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

お
会
い
で
き
た
皆
さ
ん
は
、
私
た
ち
の
話
を

よ
く
聞
い
て
く
だ
さ
り
、
私
た
ち
の
要
望
に

ご
理
解
い
た
だ
い
た
と
感
じ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
全
国
大
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
さ

す
が
に
全
国
大
会
だ
け
あ
っ
て
、
来
賓
あ
い

さ
つ
は
前
厚
生
労
働
大
臣
の
加
藤
勝
信
先
生

で
し
た
。
他
に
も
著
名
な
議
員
が
多
数
参
加

さ
れ
て
お
り
、「
退
公
連
は
、
議
員
の
方
々
に

も
十
分
に
認
め
て
も
ら
っ
て
い
る
」
と
強
く

感
じ
ま
し
た
。

　
大
会
決
議
で
は
、
年
金
制
度
の
持
続
性
、
働

き
方
に
対
応
す
る
年
金
制
度
の
確
立
等
を
確

認
し
、
最
後
に
組
織
の
拡
充
と
活
性
化
に
尽
力

す
る
こ
と
を
確
認
し
合
い
ま
し
た
。
今
後
福
岡

県
退
公
連
に
お
い
て
も
、
組
織
の
拡
充
と
活

性
化
を
中
心
と
し
て
、
年
金
制
度
の
さ
ら
な

る
確
立
の
た
め
の
活
動
が
必
要
で
あ
る
こ
と

を
再
認
識
し
た
全
国
大
会
へ
の
参
加
で
し
た
。

三潴大川支部長
柿添　展宏

式典の様子式典の様子

令和 5 年度
日本退職公務員連盟全国大会

参加報告

国会議事堂前にて国会議事堂前にて

10
月
24

日
、
25
日
に

わ
た
り
東
京

で
の
全
国
大

会
に
、
福
岡

県
か
ら
は
稲

田
瑞
穂
会

長
、
三
潴
大

川
支
部
の
柿

添
展
宏
氏
、

糟
屋
支
部
の

西
村
栄
治

氏
、
役
員
の

垂
水
の
4
名

で
参
加
し
ま

し
た
。

　
25
日
の
午

前
中
は
国
会

議
員
会
館

で
、
福
岡
選
出
の
国
会
議
員
の
皆
様
に
、
福

岡
県
退
公
連
盟
で
作
成
し
た
要
望
書
を
手
渡

し
て
回
り
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
、
文
京
シ
ビ
ッ
ク
ホ
ー
ル
で
の

全
国
大
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
基
調
提
言
や
大

会
決
議
の
後
、
記
念
講
演
と
し
て
日
本
退
職
公

務
員
連
盟
の
会
長
で
あ
る
鴨
下
一
郎
さ
ん
よ

り
、
医
師
の
立
場
か
ら
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

「
ひ
と
つ
捨
て
る
と
、
人
生
が
ひ
と
つ
楽
に
な

る
」
と
の
演
題
で
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
健

康
寿
命
か
維
持
で
き
る
か
と
い
う
課
題
に
つ

い
て
の
講
演
で
し
た
。

　
ま
た
、
会
員
数
を
増
や
し
た
県
連
盟
に
対

し
て
の
表
彰
も
あ
り
、
会
員
数
を
増
や
す
た

め
各
県
が
苦
労
し
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
思

い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

経理部長
垂水　隆

年金の現状と今後

今こそ「熱」を今こそ「熱」を
持って勧誘を持って勧誘を

福岡県退公連会長福岡県退公連会長
稲田　瑞穂稲田　瑞穂

福岡県退公連事務局長福岡県退公連事務局長
藤崎　嘉丈藤崎　嘉丈

　現在は、年に６回、年金は遅れることもなく支給されて　現在は、年に６回、年金は遅れることもなく支給されて
いますが、年間 54 兆円と異次元の子どもへの手当は削るいますが、年間 54 兆円と異次元の子どもへの手当は削る
ことはできないことです。下の図表の説明ができなくて申ことはできないことです。下の図表の説明ができなくて申
し訳ありません。し訳ありません。

　会員数の問題は、30 年間減少し続けている課題であ　会員数の問題は、30 年間減少し続けている課題であ
る。これは、失われた日本の 30 年間と重なっているよる。これは、失われた日本の 30 年間と重なっているよ
うに見える。この課題をどう打ち破るかである。うに見える。この課題をどう打ち破るかである。
　そんな時期だからこそ、私たち退公連が 70 年前から　そんな時期だからこそ、私たち退公連が 70 年前から
訴えてきた事を初心に返って 70 年前の「熱」を持って、訴えてきた事を初心に返って 70 年前の「熱」を持って、
電話でなく資料をもって直に勧誘をして初めて相手に電話でなく資料をもって直に勧誘をして初めて相手に
伝わるのではないか。伝わるのではないか。
　会員数減の大きな原因一つは、最初 34 支部で発足し　会員数減の大きな原因一つは、最初 34 支部で発足し
た支部が 10 支部も解散した事である。た支部が 10 支部も解散した事である。
　そんな中で、筑紫南支部が、新規会員数を 30 名増や　そんな中で、筑紫南支部が、新規会員数を 30 名増や
し準会員・賛助会員を加えると 53 名から 93 名になり、し準会員・賛助会員を加えると 53 名から 93 名になり、
歴史的な、増加を示していることは、嬉しい限りである。歴史的な、増加を示していることは、嬉しい限りである。
　最後に、再度嚙み締めなければならないのに、「われ　最後に、再度嚙み締めなければならないのに、「われ

らの信条」第一項目にある、公務員としてのらの信条」第一項目にある、公務員としての矜矜
きょうじきょうじ

持持をどをど
れだけ持っているか。70 年前の「熱」が社会を変えてれだけ持っているか。70 年前の「熱」が社会を変えて
いったことを。いったことを。
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《報告者》

　来賓に衆議院議員（1 名）や参議院議員（2 名）、北
九州市副市長大庭千賀子様をはじめ、多数の方々にご臨
席いただき、盛大に大会が開催された。八幡支部から
は、渡邉事務局長と藤原組織部長が、「支部の現状と課題」
を発表した。特に、「新規加入者への取り組み」は、「先

輩と後輩の人脈を生かしての働きかけ」が一番成果があったという報
告である。その他、会員の特技を生かした天文教室、俳句教室など、
前向きな会員の活動紹介は好評であった。

八幡支部長　上山　元一

　「われらは　和を貴ぶ　同胞融合　隣保相助の　民風を
尊重し　身をもってその育成につとめる」

『われらの信条』この大会を通して、私たちはこの言葉を実
践しなくてはなりませんでした。私は司会進行でした。な
んとか間違いのない進行をと願っていました。驚いたのは、

ご来賓の多さです。ご祝辞も、多数いただきました。そこで実感しました。
「一人じゃない。この会場に集まった人が支えてくださってる」と。

若松支部長　渡邊　冨美子

　昨年度より福岡県退職公務員連盟の県大会が 4 ブロッ
クの持ち回りで開催されるようになり、北九州での 2 回
目の大会に参加した。開会式に参加した来賓の顔ぶれに、
退公連のネームバリューの大きさに触れ、身のすくむ思

いになり「福岡ブロックの大会でもこれだけの来賓に来てもらえるだろ
うか」と不安が頭をよぎりました。考え出すときりがないが、福岡ブロ
ックには糟屋や筑紫と頼りになる支部もある。本部に指導も受けながら
福岡ブロックの力を結集し、次年度の県大会が実りある大会になるよう
努力しようと考えています。

福岡ブロック長　城南区支部長　
� 塩原　義充

　発表の際、発表の講演台が狭く、発表しづらかった。
発表を全部まとめて編集されていたが、発表者にとって
は、自分の PC で行った方がよかった。４つの発表をま
とめて編集されているせいか、time 機能が働いて、勝
手に画面が変わり発表しづらかった。発表時間は 10 分

程度と聞いていたので、エンターキーのみで画面が変わるようにして
いたし、発表原稿も渡していたが、いざ発表になると、トラブルがあ
っても手助けはいっさいなかった。臨機応変に対応してほしい。

若松支部　髙田　利弘

　前事務局長の千々和俊一先生のお宅に伺い、組織部長の
藤原康憲先生と私の 3 人で、①八幡支部の新会員獲得の
理由、②支部会員の生き方や活動の紹介の 2 点に発表内
容を決めた。詫摩スミ子先生は、8 月 29 日に 99 歳で天
寿を全うされた。亡くなるその日まで、お元気で、凛とさ

れていた先生は、八幡支部のテーマ「やる気が　はたらきかける　たの
しさへ」を体現されている方だった。正に八幡のシンボルのような方だ
った。お亡くなりになった会員の方々の志を八幡支部の活動に、今後と
も受け継いでいきたいと思う。

八幡支部　事務局長　渡邉　安朗

　私は、第 4 回福岡県大会北九州ブロック地元実行委
員会に地元事務局長として加わり、会議のため資料提
供や大会当日の業務内容と業務スタッフの確保等に努
めました。大会当日は準備から後片付けまで各々積極

的に行動し、また会員や来賓の皆様を笑顔で迎えていました。今大
会を通じて戸畑支部の役員はより絆が深くなったように感じ、私は
戸畑支部事務局長として、県事務局長との連絡を密にすること、業
務スタッフとの連絡・調整の大切さを再度学びました。今大会携わ
ったスタッフの皆様には、心からお疲れ様とお礼を申し上げます。

戸畑支部　事務局長　玉浦　孝一
◎役員の絆深まる

　県本部より広報活動について報告をとの依頼をうけ、私
達は支部活動の中核として続けてきた「支部だより」につ
いて報告することとしました。先達が支部の動きや会員の
情報を発信してきた思いは十分お伝えできませんでしたが、
発行し続ける私達の思いは報告できました。他支部からは

今後の支部だよりに生かせるヒントもいただきました。この貴重な学びの
機会を生かし、会員に喜んで頂ける「支部だより」作りに努めてまいります。

小倉・門司支部　中野　敬

　北九州市での県大会は無事終了しましたが、私たち
の行橋・京都支部は当番地区の一角を担うことができ
ず、北九州支部にすべてを任せ、大会のみ支部役員 4
名が出席しました。コロナ禍の 3 年間は支部総会も閉
ざしたまま役員数名の会議で進行、怠慢の誹りは免れ

ません。このままでは会員の高齢化が進むばかり、支部だよりの発
行や訪問しての勧誘に努めたいと考えています。

行橋・京都副支部長� 德永　文晤

　まず退公連会員として、一体感を感じることは何か
と考えました。それは、総会後の先輩のクイズによる
会員同士のやり取りだと思い当たり、それをテーマと
決めました。しかし、自分が知るクイズだけでなく、
今まで多くの先輩方が、交流会で楽しさや意義ある発

表をしてきたと伺いました。そこで、発表者ご本人に直接、または発
表内容を知る先輩からの聞き取りで間接的に取材しました。その時改
めて、この交流会が我が支部の結束に貢献していると感じました。

遠賀・中間支部　髙山　彰二

国会議員　祝辞

1
9 区衆議院議員　緒方　林太郎

（無所属・有志の会）

2
10 区衆議院議員　城井　崇

（立憲民主党）

3 北九州市副市長

4
参議院議員　大家　敏志
( 自民党）

5
参議院議員　古賀　之士

（立憲民主党）

来賓紹介

6
参議院議員　内閣府特命担当大臣
自見はなこ ( 自民党）

7
6 区衆議院議員鳩山　二郎

（自民党）

8
7 区衆議院議員藤丸　　敏

（自民党）

9
11 区衆議院議員　武田　良太

（自民党）

10
10 区比例区衆議院議員 田村貴昭

（共産党）

11 参議院議員　松山　政司 ( 自民党）

12 参議院議員　秋野　公造（公明党）

13 参議院議員　下野　六太（公明党）

14 北九州市退職小学校長会副会長　奥誠一

祝辞・来賓紹介

《大会実行委員》

第４回県大会参加者数
支部名 計

福
岡
ブ
ロ
ッ
ク

東区 1
中央区 1
城南区 3
早良区 1
糟　屋 3
筑紫南 2
筑紫北 2

筑
後
ブ
ロ
ッ
ク

大牟田 2
柳川みやま 1

八　女 1
三潴大川 3
浮　羽 0

小郡三井 4

支部名 計
筑
豊
ブ
ロ
ッ
ク

嘉穂山田 3
飯　塚 2
鞍　手 3
田川市 2

北
九
州
ブ
ロ
ッ
ク

小倉・門司 15
八　幡 19
戸　畑 17
若　松 6

遠賀・中間 5
行橋・京都 4
合計 100

令和５年度新規加入者数
支部名 計

福
岡
ブ
ロ
ッ
ク

東　区 0
中央区 0
城南区 1
早良区 0
糟　屋 3
筑紫南 30
筑紫北 1

筑
後
ブ
ロ
ッ
ク

大牟田 2
柳川みやま 4

八　女 0
三潴大川 8
浮　羽 0

小郡三井 1

支部名 計

筑
豊
ブ
ロ
ッ
ク

嘉穂山田 3
飯　塚 4
鞍　手 3
田川市 6

北
九
州
ブ
ロ
ッ
ク

小倉・門司 7
八　幡 10
戸　畑 4
若　松 1

遠賀・中間 0
行橋・京都 0
合計 88

　「初心に返り、退公連の強さを取り戻そう！」
《SDGs のまち　北九州からの発信》のテーマのもと、

北九州地区（6 支部）の総力を挙げての第 4 回県大会は、いかがでし
たか？　遠来の会員に「北九州らしさ」を満喫してもらいたかったの
ですが、なかなか諸般の事情で十分ではなかったと反省しております。
しかし、担当の北九州地区会員は、精一杯のおもてなしをしたつもり
です。おかげさまで多くの来賓と会員の参加のもとにテーマに沿った
実践発表、「年金」講話、「会員数の状況」報告等、質の高い内容のあ
る大会になったのではないでしょうか。

実行委員長　髙木　眞

◎「北九州らしさ」
　　県大会開催の協力に感謝！

　昨年の県大会は「ひとりになっても」頑張る、と述べま
したが、今回の県大会では、北九州４支部の個性ある構え、
および実践を知ることができて感動し、個人的に反省もし

ました。それは「決してひとりぼっちにしない」。何と愛溢れるテーゼで
しょう。自ら動いて組織を広げたり、高めたりすることが大前提なのに、
私は寂しい限りのことを述べていたのです。各支部それぞれを括った言
葉で表しますと「会員募集の巧みさ」「楽しい集まり」「コミュニティづ
くりの総会」「フィロソフィーのある支部」と私は捉えてみました。以上
からも今年の県大会で、私たち退公連はより飛躍したように感じました。
これが組織だ、仲間だ、手を繋ぎ合う人々だと。

県退公連　副会長　藤渕　明宏
◎ひとりぼっちにしない組織へ

　北九州のウェルとばたは交通が便利で、素晴らしい会場
での開催となりました。北九州ブロックの皆さんの努力と
熱意のお陰かと思います。テーマは「初心に返り、退公連
の強さを取り戻そう」で、内容としては、広報活動の工夫
や持続可能な福利厚生などの実践発表がありました。その

中に支部の悩みや課題として、支部の会員の高齢化問題と新会員数の加
入問題などがあるようです。県大会の実施を通して、県本部として、各
支部を支えながら、連帯感を保っていくために何ができるかを検討し、
次の大会に生かしていく必要があると感じました。また、退公連の魅力
を生みだし、会員を増やすための内容の検討が必要だと考えています。
最後に、大会を担当された北九州ブロックの皆様に感謝申しあげます。

県退公連　経理部長　垂水　隆

第 4 回県大会を終えて
福岡県退公連会長　稲田　瑞穂福岡県退公連会長　稲田　瑞穂

皆さん、本当にご苦労様でした。髙木眞実行委員長様あり
がとうございました。60 周年を迎えた色鮮やかな若戸大
橋のポスター・表紙は、見事なものでした。北九州ブロッ
クの支部長様、発表された皆様、会場の準備をされた皆様、
支部代表の皆様、県連理事の皆様、ご苦労様でした。第 2
回の北九州ブロック大会は、実りある大会となり本当に嬉
しく思っています。ブロック大会に期待することは、支部・
個人の意見を発表する時間と大会決議文が出せる段階へと
登っていきたいと思っています。

福岡県退職公務員連盟第4回県大会
北九州ブロック大会

　大勢のご来賓の方々をお迎えしての開会行事の司会を
行い、大変緊張しました。4 支部の発表は、それぞれが
具体的な内容で現状を把握できました。私ども小倉・門
司支部は、中野広報部長が「支部だより」の 30 年以上
の歴史と今後の問題点を披露しました。本部の計らいで

支部だより（95 号）を資料の中に折り込み、会員の皆様にご覧いた
だくことができました。4 年後は、どんな発表を用意できるか今から
思案しなければと思っています。

小倉・門司支部長　善岡　美智子

　お世話になっている友人に声をかけられ、退公連に入
会し「福岡県女性部長」に就任いたしました。就任後、
全国の部長会があると聞いて不安でいっぱいでしたが、

藤崎事務局長様にいろいろ教わり、おかげさまでとても有意義な活動と
なりました。そんな中、今度は退公連の第 4 回県大会があり、戸畑区
にて会議が催されました。私は受賞等される方に賞状を渡す際のお手伝
いを任され、リハーサルもなしにできるのかと不安でしたが、こちらも
なんとかクリアできてほっとしました。

県退公連　女性部長　安河内　信子
◎新米女性部長の嘆きと喜び

　県大会が無事終了、関係者の皆様大変ご苦労様でし
た。大会後の懇親会も盛り上がったそうで、結構でした。
ただ、感じましたことは、大会の効果です。

　昨年の筑豊大会後の 1 年間で、新会員獲得数 0 または 1 の支部が
12 支部、全 24 支部の半数ではほとんど効果がなかったと言えます。
退公連にとって会員獲得は最優先課題です。本県会員はついに 2 千
人を割り、「会員獲得なくして何をか言わんや」の状況です。このま
までは遠からず解散となります。当支部では、今年新事務局長とと
もに小・中学校、市役所、コミセン、隣保館等をのべ 50 回以上訪
問しました。結果、長年にわたる人間関係の良さで大成果をあげる
ことができました。「何もしないのは申し訳ない」との思いからでし
たが、入会してもらった時の達成感、喜びはなんとも言えないもの
でした。皆さん、ぜひ、県大会の効果、支部活動の実態等について、
各支部におかれましても検証を行い、奮起されんことを願います。

県退公連　組織部長
　兼　筑紫南支部長	 菅　勉

　「喉元過ぎれば…云々」とは、日常的に一過性がある
が故に、戒めや反省を伴いながらも事態の重大性には
なかなか気づかないまま、いずれ取り返しのつかない
事態になることも多々あるように思います。今回の県
北九州ブロック大会のスローガン「初心に返り…云々」

は、まさにそのことを提起した大会ではなかったか？「われらの信条」
に基づき、「誇り新たに」、強さを取り戻すことを強く印象付けられ
た大会でした。

県退公連　福祉部長　佐竹　正利

　「退職後は、真の友人たちと真の豊かな時間を過ご
そうっと。だって時間は有限だから。」この思いの延
長線で本会に加入させていただくことになりました。
きっかけは、退職後に接点のあった先輩方がとても魅
力的だったことです。あたたかくしなやかで、そして

鷹揚に構える姿は、入会理由としては十分でした。初めて届いた
支部だよりの近況欄や名簿を眺めながら、縁のあった先輩方を懐
かしんでいます。私も先輩方にいつか近づけますように。

若松支部　片岸　里枝

ようこそ退公連へ ～新規加入者88名を代表して～
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《報告者》

　来賓に衆議院議員（1 名）や参議院議員（2 名）、北
九州市副市長大庭千賀子様をはじめ、多数の方々にご臨
席いただき、盛大に大会が開催された。八幡支部から
は、渡邉事務局長と藤原組織部長が、「支部の現状と課題」
を発表した。特に、「新規加入者への取り組み」は、「先

輩と後輩の人脈を生かしての働きかけ」が一番成果があったという報
告である。その他、会員の特技を生かした天文教室、俳句教室など、
前向きな会員の活動紹介は好評であった。

八幡支部長　上山　元一

　「われらは　和を貴ぶ　同胞融合　隣保相助の　民風を
尊重し　身をもってその育成につとめる」

『われらの信条』この大会を通して、私たちはこの言葉を実
践しなくてはなりませんでした。私は司会進行でした。な
んとか間違いのない進行をと願っていました。驚いたのは、

ご来賓の多さです。ご祝辞も、多数いただきました。そこで実感しました。
「一人じゃない。この会場に集まった人が支えてくださってる」と。

若松支部長　渡邊　冨美子

　昨年度より福岡県退職公務員連盟の県大会が 4 ブロッ
クの持ち回りで開催されるようになり、北九州での 2 回
目の大会に参加した。開会式に参加した来賓の顔ぶれに、
退公連のネームバリューの大きさに触れ、身のすくむ思

いになり「福岡ブロックの大会でもこれだけの来賓に来てもらえるだろ
うか」と不安が頭をよぎりました。考え出すときりがないが、福岡ブロ
ックには糟屋や筑紫と頼りになる支部もある。本部に指導も受けながら
福岡ブロックの力を結集し、次年度の県大会が実りある大会になるよう
努力しようと考えています。

福岡ブロック長　城南区支部長　
� 塩原　義充

　発表の際、発表の講演台が狭く、発表しづらかった。
発表を全部まとめて編集されていたが、発表者にとって
は、自分の PC で行った方がよかった。４つの発表をま
とめて編集されているせいか、time 機能が働いて、勝
手に画面が変わり発表しづらかった。発表時間は 10 分

程度と聞いていたので、エンターキーのみで画面が変わるようにして
いたし、発表原稿も渡していたが、いざ発表になると、トラブルがあ
っても手助けはいっさいなかった。臨機応変に対応してほしい。

若松支部　髙田　利弘

　前事務局長の千々和俊一先生のお宅に伺い、組織部長の
藤原康憲先生と私の 3 人で、①八幡支部の新会員獲得の
理由、②支部会員の生き方や活動の紹介の 2 点に発表内
容を決めた。詫摩スミ子先生は、8 月 29 日に 99 歳で天
寿を全うされた。亡くなるその日まで、お元気で、凛とさ

れていた先生は、八幡支部のテーマ「やる気が　はたらきかける　たの
しさへ」を体現されている方だった。正に八幡のシンボルのような方だ
った。お亡くなりになった会員の方々の志を八幡支部の活動に、今後と
も受け継いでいきたいと思う。

八幡支部　事務局長　渡邉　安朗

　私は、第 4 回福岡県大会北九州ブロック地元実行委
員会に地元事務局長として加わり、会議のため資料提
供や大会当日の業務内容と業務スタッフの確保等に努
めました。大会当日は準備から後片付けまで各々積極

的に行動し、また会員や来賓の皆様を笑顔で迎えていました。今大
会を通じて戸畑支部の役員はより絆が深くなったように感じ、私は
戸畑支部事務局長として、県事務局長との連絡を密にすること、業
務スタッフとの連絡・調整の大切さを再度学びました。今大会携わ
ったスタッフの皆様には、心からお疲れ様とお礼を申し上げます。

戸畑支部　事務局長　玉浦　孝一
◎役員の絆深まる

　県本部より広報活動について報告をとの依頼をうけ、私
達は支部活動の中核として続けてきた「支部だより」につ
いて報告することとしました。先達が支部の動きや会員の
情報を発信してきた思いは十分お伝えできませんでしたが、
発行し続ける私達の思いは報告できました。他支部からは

今後の支部だよりに生かせるヒントもいただきました。この貴重な学びの
機会を生かし、会員に喜んで頂ける「支部だより」作りに努めてまいります。

小倉・門司支部　中野　敬

　北九州市での県大会は無事終了しましたが、私たち
の行橋・京都支部は当番地区の一角を担うことができ
ず、北九州支部にすべてを任せ、大会のみ支部役員 4
名が出席しました。コロナ禍の 3 年間は支部総会も閉
ざしたまま役員数名の会議で進行、怠慢の誹りは免れ

ません。このままでは会員の高齢化が進むばかり、支部だよりの発
行や訪問しての勧誘に努めたいと考えています。

行橋・京都副支部長� 德永　文晤

　まず退公連会員として、一体感を感じることは何か
と考えました。それは、総会後の先輩のクイズによる
会員同士のやり取りだと思い当たり、それをテーマと
決めました。しかし、自分が知るクイズだけでなく、
今まで多くの先輩方が、交流会で楽しさや意義ある発

表をしてきたと伺いました。そこで、発表者ご本人に直接、または発
表内容を知る先輩からの聞き取りで間接的に取材しました。その時改
めて、この交流会が我が支部の結束に貢献していると感じました。

遠賀・中間支部　髙山　彰二

国会議員　祝辞

1
9 区衆議院議員　緒方　林太郎

（無所属・有志の会）

2
10 区衆議院議員　城井　崇

（立憲民主党）

3 北九州市副市長

4
参議院議員　大家　敏志
( 自民党）

5
参議院議員　古賀　之士

（立憲民主党）

来賓紹介

6
参議院議員　内閣府特命担当大臣
自見はなこ ( 自民党）

7
6 区衆議院議員鳩山　二郎

（自民党）

8
7 区衆議院議員藤丸　　敏

（自民党）

9
11 区衆議院議員　武田　良太

（自民党）

10
10 区比例区衆議院議員 田村貴昭

（共産党）

11 参議院議員　松山　政司 ( 自民党）

12 参議院議員　秋野　公造（公明党）

13 参議院議員　下野　六太（公明党）

14 北九州市退職小学校長会副会長　奥誠一

祝辞・来賓紹介

《大会実行委員》
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八　幡 19
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若　松 6
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行橋・京都 4
合計 100
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若　松 1

遠賀・中間 0
行橋・京都 0
合計 88

　「初心に返り、退公連の強さを取り戻そう！」
《SDGs のまち　北九州からの発信》のテーマのもと、

北九州地区（6 支部）の総力を挙げての第 4 回県大会は、いかがでし
たか？　遠来の会員に「北九州らしさ」を満喫してもらいたかったの
ですが、なかなか諸般の事情で十分ではなかったと反省しております。
しかし、担当の北九州地区会員は、精一杯のおもてなしをしたつもり
です。おかげさまで多くの来賓と会員の参加のもとにテーマに沿った
実践発表、「年金」講話、「会員数の状況」報告等、質の高い内容のあ
る大会になったのではないでしょうか。

実行委員長　髙木　眞

◎「北九州らしさ」
　　県大会開催の協力に感謝！

　昨年の県大会は「ひとりになっても」頑張る、と述べま
したが、今回の県大会では、北九州４支部の個性ある構え、
および実践を知ることができて感動し、個人的に反省もし

ました。それは「決してひとりぼっちにしない」。何と愛溢れるテーゼで
しょう。自ら動いて組織を広げたり、高めたりすることが大前提なのに、
私は寂しい限りのことを述べていたのです。各支部それぞれを括った言
葉で表しますと「会員募集の巧みさ」「楽しい集まり」「コミュニティづ
くりの総会」「フィロソフィーのある支部」と私は捉えてみました。以上
からも今年の県大会で、私たち退公連はより飛躍したように感じました。
これが組織だ、仲間だ、手を繋ぎ合う人々だと。

県退公連　副会長　藤渕　明宏
◎ひとりぼっちにしない組織へ

　北九州のウェルとばたは交通が便利で、素晴らしい会場
での開催となりました。北九州ブロックの皆さんの努力と
熱意のお陰かと思います。テーマは「初心に返り、退公連
の強さを取り戻そう」で、内容としては、広報活動の工夫
や持続可能な福利厚生などの実践発表がありました。その

中に支部の悩みや課題として、支部の会員の高齢化問題と新会員数の加
入問題などがあるようです。県大会の実施を通して、県本部として、各
支部を支えながら、連帯感を保っていくために何ができるかを検討し、
次の大会に生かしていく必要があると感じました。また、退公連の魅力
を生みだし、会員を増やすための内容の検討が必要だと考えています。
最後に、大会を担当された北九州ブロックの皆様に感謝申しあげます。

県退公連　経理部長　垂水　隆

第 4 回県大会を終えて
福岡県退公連会長　稲田　瑞穂福岡県退公連会長　稲田　瑞穂

皆さん、本当にご苦労様でした。髙木眞実行委員長様あり
がとうございました。60 周年を迎えた色鮮やかな若戸大
橋のポスター・表紙は、見事なものでした。北九州ブロッ
クの支部長様、発表された皆様、会場の準備をされた皆様、
支部代表の皆様、県連理事の皆様、ご苦労様でした。第 2
回の北九州ブロック大会は、実りある大会となり本当に嬉
しく思っています。ブロック大会に期待することは、支部・
個人の意見を発表する時間と大会決議文が出せる段階へと
登っていきたいと思っています。

福岡県退職公務員連盟第4回県大会
北九州ブロック大会

　大勢のご来賓の方々をお迎えしての開会行事の司会を
行い、大変緊張しました。4 支部の発表は、それぞれが
具体的な内容で現状を把握できました。私ども小倉・門
司支部は、中野広報部長が「支部だより」の 30 年以上
の歴史と今後の問題点を披露しました。本部の計らいで

支部だより（95 号）を資料の中に折り込み、会員の皆様にご覧いた
だくことができました。4 年後は、どんな発表を用意できるか今から
思案しなければと思っています。

小倉・門司支部長　善岡　美智子

　お世話になっている友人に声をかけられ、退公連に入
会し「福岡県女性部長」に就任いたしました。就任後、
全国の部長会があると聞いて不安でいっぱいでしたが、

藤崎事務局長様にいろいろ教わり、おかげさまでとても有意義な活動と
なりました。そんな中、今度は退公連の第 4 回県大会があり、戸畑区
にて会議が催されました。私は受賞等される方に賞状を渡す際のお手伝
いを任され、リハーサルもなしにできるのかと不安でしたが、こちらも
なんとかクリアできてほっとしました。

県退公連　女性部長　安河内　信子
◎新米女性部長の嘆きと喜び

　県大会が無事終了、関係者の皆様大変ご苦労様でし
た。大会後の懇親会も盛り上がったそうで、結構でした。
ただ、感じましたことは、大会の効果です。

　昨年の筑豊大会後の 1 年間で、新会員獲得数 0 または 1 の支部が
12 支部、全 24 支部の半数ではほとんど効果がなかったと言えます。
退公連にとって会員獲得は最優先課題です。本県会員はついに 2 千
人を割り、「会員獲得なくして何をか言わんや」の状況です。このま
までは遠からず解散となります。当支部では、今年新事務局長とと
もに小・中学校、市役所、コミセン、隣保館等をのべ 50 回以上訪
問しました。結果、長年にわたる人間関係の良さで大成果をあげる
ことができました。「何もしないのは申し訳ない」との思いからでし
たが、入会してもらった時の達成感、喜びはなんとも言えないもの
でした。皆さん、ぜひ、県大会の効果、支部活動の実態等について、
各支部におかれましても検証を行い、奮起されんことを願います。

県退公連　組織部長
　兼　筑紫南支部長	 菅　勉

　「喉元過ぎれば…云々」とは、日常的に一過性がある
が故に、戒めや反省を伴いながらも事態の重大性には
なかなか気づかないまま、いずれ取り返しのつかない
事態になることも多々あるように思います。今回の県
北九州ブロック大会のスローガン「初心に返り…云々」

は、まさにそのことを提起した大会ではなかったか？「われらの信条」
に基づき、「誇り新たに」、強さを取り戻すことを強く印象付けられ
た大会でした。

県退公連　福祉部長　佐竹　正利

　「退職後は、真の友人たちと真の豊かな時間を過ご
そうっと。だって時間は有限だから。」この思いの延
長線で本会に加入させていただくことになりました。
きっかけは、退職後に接点のあった先輩方がとても魅
力的だったことです。あたたかくしなやかで、そして

鷹揚に構える姿は、入会理由としては十分でした。初めて届いた
支部だよりの近況欄や名簿を眺めながら、縁のあった先輩方を懐
かしんでいます。私も先輩方にいつか近づけますように。

若松支部　片岸　里枝

ようこそ退公連へ ～新規加入者88名を代表して～
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　日本の年金制度は、恩給制度から始まり、それは　日本の年金制度は、恩給制度から始まり、それは
1875年（M８）の時からです。当時、年金をもらっ1875年（M８）の時からです。当時、年金をもらっ
ていた人は、軍人だけでした。警察、消防、教師にもていた人は、軍人だけでした。警察、消防、教師にも
支給されたのは、1884 年 (M17) です。以来、恩給支給されたのは、1884 年 (M17) です。以来、恩給
が支給されてきました。戦後も恩給は支給されましたが支給されてきました。戦後も恩給は支給されました
が、その後、徐々に廃止になっていきました。が、その後、徐々に廃止になっていきました。
　年金制度の導入は1956年(S31)、企業が最初（厚　年金制度の導入は1956年(S31)、企業が最初（厚
生年金）でした。国家公務員は、３年後に年金制度を生年金）でした。国家公務員は、３年後に年金制度を
導入（共済年金）しました。その３年後の1962年(S37)導入（共済年金）しました。その３年後の1962年(S37)
に、地方公務員である私たちも年金制度を採用し（共に、地方公務員である私たちも年金制度を採用し（共
済年金）へと変更されたのです。年金制度の成立時に、済年金）へと変更されたのです。年金制度の成立時に、
保険料は、労使折半とする金額としました。保険料は、保険料は、労使折半とする金額としました。保険料は、
戦後当初は４％台でしたが、現在は、18.3% に引き戦後当初は４％台でしたが、現在は、18.3% に引き
上げられています。思い出してください。厚生年金と上げられています。思い出してください。厚生年金と
共済年金が一元化された時に、保険料の納入が低額で共済年金が一元化された時に、保険料の納入が低額で
あった人には、教職年数に保険料（不足分）を掛けたあった人には、教職年数に保険料（不足分）を掛けた
金額を返納するという大問題が起こりました。金額を返納するという大問題が起こりました。

福岡県退公連会長あいさつ福岡県退公連会長あいさつ

はじめにはじめに
　日本経済においても社会保障においても、こ　日本経済においても社会保障においても、こ
れから 10 年のあり様が問われている。れから 10 年のあり様が問われている。
　結論から言うと、経済が良くなることによっ　結論から言うと、経済が良くなることによっ
て、年金を含め社会保障が充実します。厚労省て、年金を含め社会保障が充実します。厚労省
や総務省の官僚は年金の在り方を公式には報道や総務省の官僚は年金の在り方を公式には報道
してませんが、色んなことを想定した戦略を立してませんが、色んなことを想定した戦略を立
てていると思います。てていると思います。
　団塊ジュニア世代の 2040 年問題をはらんだ　団塊ジュニア世代の 2040 年問題をはらんだ
中で、現在の福岡県の会員数を見てみたい。中で、現在の福岡県の会員数を見てみたい。

　10月 24日（火）、令和5年度日本退職公務員連盟全国大会が、文京
シビックホール（東京都文京区）にて開催されました。福岡県退公連か
らは、稲田会長を含む計4名が参加しました。

　
10
月
24
日
、
東
京
都
文
京
区
の
文
京
シ
ビ
ッ

ク
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
退
公
連
全
国

大
会
に
、
稲
田
（
県
会
長
）、
垂
水
（
県
経
理

部
長
）、柿
添
（
三
潴
大
川
支
部
長
）、西
村
（
糟

屋
支
部
長
）
の
4
名
で
参
加
し
ま
し
た
。

　
当
日
の
午
前
は
、
福
岡
県
選
出
の
13
名
の

国
会
議
員
の
事
務
所
を
訪
れ
、
公
的
年
金
制

度
の
維
持
・
充
実
を
中
心
に
社
会
保
障
制
度

改
革
に
関
す
る
5
項
目
を
要
望
す
る
活
動
を

行
い
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
の
大
会
で
は
、
加
藤
勝
信
（
前

厚
生
労
働
大
臣
）
氏
を
は
じ
め
た
く
さ
ん
の

衆
参
両
院
の
国
会
議
員
の
参
加
が
あ
り
、
盛

大
な
大
会
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
本
会
の

鴨
下
一
郎
会
長
の
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
講
演
に
は
、

こ
れ
か
ら
の
生
き
方
の
示
唆
を
頂
け
る
い
い

機
会
に
な
り
ま
し
た
。

　
福
岡
へ
の
帰
路
は
、
疲
れ
よ
り
も
充
実
し

た
時
が
過
ご
せ
て
元
気
に
帰
れ
ま
し
た
。

糟屋支部長
西村　栄治

　
福
岡
県
代
表
の
一
人
と
し
て
、
ま
ず
は
全
国

大
会
の
前
に
県
出
身
の
衆
参
議
員
に
お
会
い

し
、
年
金
に
関
わ
る
要
望
書
を
提
出
し
ま
し

た
。
国
会
開
催
中
で
し
た
の
で
、
全
員
に
直
接

お
会
い
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

お
会
い
で
き
た
皆
さ
ん
は
、
私
た
ち
の
話
を

よ
く
聞
い
て
く
だ
さ
り
、
私
た
ち
の
要
望
に

ご
理
解
い
た
だ
い
た
と
感
じ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
全
国
大
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
さ

す
が
に
全
国
大
会
だ
け
あ
っ
て
、
来
賓
あ
い

さ
つ
は
前
厚
生
労
働
大
臣
の
加
藤
勝
信
先
生

で
し
た
。
他
に
も
著
名
な
議
員
が
多
数
参
加

さ
れ
て
お
り
、「
退
公
連
は
、
議
員
の
方
々
に

も
十
分
に
認
め
て
も
ら
っ
て
い
る
」
と
強
く

感
じ
ま
し
た
。

　
大
会
決
議
で
は
、
年
金
制
度
の
持
続
性
、
働

き
方
に
対
応
す
る
年
金
制
度
の
確
立
等
を
確

認
し
、
最
後
に
組
織
の
拡
充
と
活
性
化
に
尽
力

す
る
こ
と
を
確
認
し
合
い
ま
し
た
。
今
後
福
岡

県
退
公
連
に
お
い
て
も
、
組
織
の
拡
充
と
活

性
化
を
中
心
と
し
て
、
年
金
制
度
の
さ
ら
な

る
確
立
の
た
め
の
活
動
が
必
要
で
あ
る
こ
と

を
再
認
識
し
た
全
国
大
会
へ
の
参
加
で
し
た
。

三潴大川支部長
柿添　展宏

式典の様子式典の様子

令和 5 年度
日本退職公務員連盟全国大会

参加報告

国会議事堂前にて国会議事堂前にて

　
10
月
24

日
、
25
日
に

わ
た
り
東
京

で
の
全
国
大

会
に
、
福
岡

県
か
ら
は
稲

田
瑞
穂
会

長
、
三
潴
大

川
支
部
の
柿

添
展
宏
氏
、

糟
屋
支
部
の

西
村
栄
治

氏
、
役
員
の

垂
水
の
4
名

で
参
加
し
ま

し
た
。

　
25
日
の
午

前
中
は
国
会

議
員
会
館

で
、
福
岡
選
出
の
国
会
議
員
の
皆
様
に
、
福

岡
県
退
公
連
盟
で
作
成
し
た
要
望
書
を
手
渡

し
て
回
り
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
、
文
京
シ
ビ
ッ
ク
ホ
ー
ル
で
の

全
国
大
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
基
調
提
言
や
大

会
決
議
の
後
、
記
念
講
演
と
し
て
日
本
退
職
公

務
員
連
盟
の
会
長
で
あ
る
鴨
下
一
郎
さ
ん
よ

り
、
医
師
の
立
場
か
ら
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

「
ひ
と
つ
捨
て
る
と
、
人
生
が
ひ
と
つ
楽
に
な

る
」
と
の
演
題
で
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
健

康
寿
命
か
維
持
で
き
る
か
と
い
う
課
題
に
つ

い
て
の
講
演
で
し
た
。

　
ま
た
、
会
員
数
を
増
や
し
た
県
連
盟
に
対

し
て
の
表
彰
も
あ
り
、
会
員
数
を
増
や
す
た

め
各
県
が
苦
労
し
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
思

い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

経理部長
垂水　隆

年金の現状と今後

今こそ「熱」を今こそ「熱」を
持って勧誘を持って勧誘を

福岡県退公連会長福岡県退公連会長
稲田　瑞穂稲田　瑞穂

福岡県退公連事務局長福岡県退公連事務局長
藤崎　嘉丈藤崎　嘉丈

　現在は、年に６回、年金は遅れることもなく支給されて　現在は、年に６回、年金は遅れることもなく支給されて
いますが、年間 54 兆円と異次元の子どもへの手当は削るいますが、年間 54 兆円と異次元の子どもへの手当は削る
ことはできないことです。下の図表の説明ができなくて申ことはできないことです。下の図表の説明ができなくて申
し訳ありません。し訳ありません。

　会員数の問題は、30 年間減少し続けている課題であ　会員数の問題は、30 年間減少し続けている課題であ
る。これは、失われた日本の 30 年間と重なっているよる。これは、失われた日本の 30 年間と重なっているよ
うに見える。この課題をどう打ち破るかである。うに見える。この課題をどう打ち破るかである。
　そんな時期だからこそ、私たち退公連が 70 年前から　そんな時期だからこそ、私たち退公連が 70 年前から
訴えてきた事を初心に返って 70 年前の「熱」を持って、訴えてきた事を初心に返って 70 年前の「熱」を持って、
電話でなく資料をもって直に勧誘をして初めて相手に電話でなく資料をもって直に勧誘をして初めて相手に
伝わるのではないか。伝わるのではないか。
　会員数減の大きな原因一つは、最初 34 支部で発足し　会員数減の大きな原因一つは、最初 34 支部で発足し
た支部が 10 支部も解散した事である。た支部が 10 支部も解散した事である。
　そんな中で、筑紫南支部が、新規会員数を 30 名増や　そんな中で、筑紫南支部が、新規会員数を 30 名増や
し準会員・賛助会員を加えると 53 名から 93 名になり、し準会員・賛助会員を加えると 53 名から 93 名になり、
歴史的な、増加を示していることは、嬉しい限りである。歴史的な、増加を示していることは、嬉しい限りである。
　最後に、再度嚙み締めなければならないのに、「われ　最後に、再度嚙み締めなければならないのに、「われ

らの信条」第一項目にある、公務員としてのらの信条」第一項目にある、公務員としての矜矜
きょうじきょうじ

持持をどをど
れだけ持っているか。70 年前の「熱」が社会を変えてれだけ持っているか。70 年前の「熱」が社会を変えて
いったことを。いったことを。


